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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　センサアレイを有するセンサシステムであり、前記センサアレイは、基板層と所望のパ
ラメータを測定する複数の個々の第１のセンサ素子とを有し、第１のセンサ素子は、前記
基板層の上に配されてセンサ面を規定する、当該センサシステムであって、
　前記センサアレイは、他の所望のパラメータを測定する１つ又はそれ以上の第２のセン
サ素子を更に有し、当該センサシステムは、前記１つ又はそれ以上の第２のセンサ素子か
らのセンサデータに依存して前記第１のセンサ素子からのセンサデータを処理し、
　前記第１のセンサ素子からのどのセンサデータが無視されるかを決定するため、前記１
つ又はそれ以上の第２のセンサ素子からのセンサデータを使用する、当該センサシステム
。
【請求項２】
　前記第１のセンサ素子からのセンサデータを較正するため、前記１つ又はそれ以上の第
２のセンサ素子からのセンサデータを使用する、請求項１記載のセンサシステム。
【請求項３】
　前記第１のセンサ素子からのセンサデータを受け取る第１の入力部及び前記第２のセン
サ素子からのセンサデータを受け取る第２の入力部と、前記１つ又はそれ以上の第２のセ
ンサ素子のセンサデータに依存して前記第１のセンサ素子のセンサデータに基づいて出力
信号を与える出力部とを備えた制御ユニットを有する、請求項１記載のセンサシステム。
【請求項４】
　前記センサアレイが、フレキシブル大面積センサキャリアである、請求項１ないし３の
いずれか一項に記載のセンサシステム。
【請求項５】
　前記第１のセンサ素子又は前記１つ若しくはそれ以上の第２のセンサ素子が感圧素子を
有する、請求項１ないし４のいずれか一項に記載のセンサシステム。
【請求項６】
　前記第１のセンサ素子又は前記１つ若しくはそれ以上の第２のセンサ素子が加速度計を
有する、請求項１ないし５のいずれか一項に記載のセンサシステム。
【請求項７】
　前記第１のセンサ素子又は前記１つ若しくはそれ以上の第２のセンサ素子が温度センサ
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を有する、請求項１ないし６のいずれか一項に記載のセンサシステム。
【請求項８】
　各第１のセンサ素子が、好ましくは前記第１のセンサ素子と空間的に関係がある関連す
る第２のセンサ素子を有する、請求項１ないし７のいずれか一項に記載のセンサシステム
。
【請求項９】
　前記センサアレイの外側形状に従う形状を形成している複数の第２のセンサ素子が与え
られた、請求項１ないし８のいずれか一項に記載のセンサシステム。
【請求項１０】
　前記センサアレイの外側形状内に複合的な形状を形成している複数の第２のセンサ素子
が与えられた、請求項１ないし９のいずれか一項に記載のセンサシステム。
【請求項１１】
　前記複合的な形状が同心性である、請求項１０記載のセンサシステム。
【請求項１２】
　センサシステムからのセンサデータを処理する方法であって、前記センサシステムは、
所望のパラメータを測定し、第１のセンサ面を規定する複数の個々の第１のセンサ素子と
、更なる所望のパラメータを測定する１つ又はそれ以上の第２のセンサ素子とを備えたセ
ンサアレイを有し、前記第１のセンサ素子からのセンサデータは、前記１つ又はそれ以上
の第２のセンサ素子からのセンサデータに依存して処理され、
　前記１つ又はそれ以上の第２のセンサ素子からのセンサデータは、前記第１のセンサ素
子からのどのセンサデータが無視されるかを決定する、当該方法。
【請求項１３】
　前記１つ又はそれ以上の第２のセンサ素子からのセンサデータが、前記第１のセンサ素
子からのセンサデータを較正するために用いられる、請求項１２記載の方法。
【請求項１４】
　前記１つ又はそれ以上の第２のセンサ素子からのセンサデータが前記センサアレイの向
きを決定し、前記第１のセンサ素子からのセンサデータが前記センサアレイの前記向きに
基づいて解釈される、請求項１２又は１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記１つ又はそれ以上の第２のセンサ素子が温度センサを有し、前記１つ又はそれ以上
の第２のセンサ素子からのセンサデータが、前記第１のセンサ素子からのどのセンサデー
タが生体に関連し、どのセンサデータが非生物に関連しているかを決定するために用いら
れる、請求項１２ないし１４のいずれか一項に記載の方法。
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